
農事組合法人サンファーム小友（岩手県陸前高田市）
～ 震災を経て、地域の復興、自立農業を目指す集落営農法人 ～

組織の概要 （R元現在）
・代表者：佐藤 悦男
・出資者数：331名
・経営面積：97.8ha
・主要作物:水稲55.7ha、
飼料用米11.5ha、大豆
18.0ha、たまねぎ1.3ha、
にんにく0.5ha

小友地区は、昭和54年度から平成6年度にかけ、ほ場整備事業により、標準区画20ａに整備。
平成23年の東日本大震災津波により、農地を覆うがれきや地盤沈下、表土・基盤土の流出など甚大な被害を受け、営農を断
念する意識が広がりつつある「危機的状況」。これを打破するため、安全・安心な食料の持続的な提供や農家所得の向上による
地域農業の維持・発展を目指し、既存の4組織（水利組合、稲作組合、転作組合、機械利用組合）をまとめ、農事組合法人「サ
ンファーム小友」を平成26年5月に設立。
事業の実施により、区画を30a～50aに拡大。農地中間管理事業の活用により事業地区の82.8ha（約92％）農地を集積・集約
化。

①被災農地の復旧・復興
地盤沈下、表土・基盤土の流出、難防除雑草（コウキヤガラ）の発生など多難。事業により農地の復旧と区画の拡大。平成26年
度に水稲で営農再開。作土の地力改善に努め、平成28年は476kg/10aだった水稲の単収が令和元年には536kg/10aまで向上。
②農地中間管理事業を活用し農地を集積・集約化
被災農地の復旧と復興とあわせ、農地中間管理事業の活用等により97.8ｈａの農地を集積・集約化。農地中間管理事業の活用
面積は88.4ｈａ。
③高収益作物たまねぎの導入と栽培技術の研鑽と適正化
平成27年度からたまねぎ栽培開始。栽培技術の課題解決と管理期間の短縮を図るため、「秋まき」から「春まき」に変えることによ
り単収が向上。
④小友地区の魅力発信し担い手を確保
地域の稲田の風景を謳った「千町田」をパッケージに利用した生産米を販売し、「サンファーム小友」を通して「小友の良さ」や「小
友の米」の魅力を発信。また、独自のホームページ開設により従業員を募集。令和元年度に２名の雇用就農を達成。

取組の内容

取組の経緯

【ポイント】
①東日本大震災津波からの復旧・復興。地力の改善による水稲単収の向上。
②農用地災害復旧関連区画整理事業により拡大した区画の農地を農地中間管理事業を活用し集積・集約化。
③高収益作物たまねぎの導入と栽培技術の研鑽による単収向上。小友地区の魅力発信。

取組前（Ｈ６） 取組後（Ｈ２８）

区画形状 10a～20ａ 30a～50ａ

ほ場筆数 642 439

令和元年

経営面積 97.8ha

うち農地中間管理事業 88.4ha

東日本大震災復興交付金
（農用地災害復旧関連区
画整理事業）
・地区名：陸前高田

（小友工区）
・工期：H24～H28
・受益面積：90.3ha
・主要工事：区画整理、用
排水路工事等

令和元年

たまねぎの単収 2.5t/10a

「千町田米」のパッケージ

たまねぎの栽培



農事組合法人サンファーム小友の活動状況 
        
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

箱根山展望台から見た小友地域 佐藤代表理事組合長 

たまねぎの乾燥 地元高校生へ農業施設や農業機械の説明 

被災後、復旧・区画拡大した水田へ田植え 

にんにくの調整作業 


